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平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
三
日(

月)

、
岡
山

流
通
会
館
に
て
平
成
二
十
六
年
度
通
常
総
会
を

一
般
会
員
九
七
名(

内
委
任
状
出
席
四
〇
名)

の

出
席
及
び
岡
山
県
、
早
島
町
、
岡
山
・
倉
敷
両

商
工
会
議
所
か
ら
特
別
会
員
四
名
を
お
迎
え
し
、 

開
催
し
ま
し
た
。 

岡
﨑
会
長
よ
り
「
流
通
業
界
で
は
、
業
態
を

超
え
た
事
業
展
開
や
製
造
・
配
送
・
販
売
を
一

元
化
し
た
業
態
変
化
が
進
ん
で
い
る
。
当
流
通

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、
団
地
完
成
か
ら
三
〇

年
余
り
が
経
過
し
、
こ
う
い
っ
た
変
化
に
対
応

す
る
た
め
に
も
流
市
法
の
規
制
緩
和
が
重
要
で

あ
り
、
加
え
て
道
路
・
交
通
安
全
施
設
の
改
修
・

改
善
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
再
整
備
が
必
要
で
あ
る
。 

平
成
二
十
五
年
度
事
業
で
は
、
こ
う
い
っ
た

課
題
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
が

十
分
と
は
言
え
ず
、
次
年
度
以
降
も
積
極
的
に

取
り
組
む
予
定
で
あ
る
」
と
の
挨
拶
の
後
、
来

賓
を
代
表
し
て
、
岡
山
県
企
業
誘
致
・
投
資
促

進
課
の
妹
尾
総
括
参
事
よ
り
ご
祝
辞
を
頂
き
ま

し
た
。
引
き
続
き
、
岡
﨑
会
長
が
議
長
に
就
任

し
、
次
の
議
案
を
審
議
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り

承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
号
議
案 ｢

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
書
の
承
認
に
つ
い

て｣ 

※
富
永
監
事
よ
り
監
査
報
告
。 

第
二
号
議
案 ｢

平
成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
案
、

収
支
予
算
案
並
び
に
負
担
金
案
の
承
認
に

つ
い
て｣ 

第
三
号
議
案 ｢

流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
規
制
緩
和

に
関
す
る
要
望
に
つ
い
て 

※
【
二
十
六
年
度
の
主
な
事
業
】 

①
流
通
セ
ン
タ
ー
の
環
境
整
備 

②
駐
車

場
・
交
通
安
全
対
策 
③
害
虫
駆
除
・
野
犬

対
策 

④
街
灯
・
防
犯
灯
の
設
置
⑤
新
愛
称

の
Ｐ
Ｒ
等
⑥
危
機
管
理
対
策
⑦
研
修
会
・

講
習
会
等
開
催 

⑧
情
報
提
供
の
充
実 

⑨

親
睦
福
利
厚
生
事
業
等 

⑩
流
通
セ
ン
タ

ー
機
能
向
上
策
の
検
討
⑪
そ
の
他 

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社 

第
二
十
四
回
定
時
株
主
総
会

当
協
議
会
総
会
に
先
立
っ
て
、
同
日
十
時
三

十
分
よ
り
岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
㈱
の
第

二
十
四
回
定
時
株
主
総
会
が
開
催
さ
れ
、
事
業

報
告
、
決
算
書
等
の
承
認
に
引
き
続
い
て
、
取

締
役
の
一
部
選
任
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
、
取
締
役
の
一
部
選
任
で
は
、
以
下
の

方
々
が
新
し
く
選
任
さ
れ
ま
し
た
。 

【
新
任
の
取
締
役
氏
名
】 

○
桐
野
伸
一
（
岡
山
県
産
業
労
働
部
長
）

○
大
月
秀
樹
（
岡
山
市
経
済
局
長
）

【
退
任
し
た
取
締
役
氏
名
】 

○
髙
橋

彰
（
前
岡
山
県
産
業
労
働
部
長
） 

○
髙
次
秀
明
（
前
岡
山
市
経
済
局
長
）
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流
市
法
等
規
制
緩
和

の
早
期
実
現
を
要
望 

八
月
六
日
（
水
）
岡
山
県
庁
に
お
い
て
、

当
協
議
会
佐
藤
副
会
長
ほ
か
卸
・
運
輸
・

倉
庫
各
組
合
事
務
局
長
同
席
の
も
と
、
二

年
前
に
要
望
し
た
流
市
法
規
制
緩
和
３
項

目
（
①
土
地
利
用
区
分
の
緩
和
・
撤
退
、

②
立
地
可
能
施
設
の
拡
大
、
③
建
築
規
制

の
緩
和
）
の
早
期
実
現
を
求
め
る
要
望
書

を
岡
山
県
産
業
労
働
部
の
大
塚
企
業
誘

致
・
投
資
促
進
課
長
に
手
渡
す
と
と
も
に
、

県
独
自
の
入
居
基
準
で
あ
る
卸
売
業
の

「
農
産
物
の
規
制
緩
和
」
や
建
築
基
準
法

上
の
「
角
地
の
建
ぺ
い
率
緩
和
（10

％
加

算
）
規
程
の
適
用
」
に
つ
い
て
も
要
望
を

行
い
ま
し
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
岡
山
県
か
ら
県
独
自
の

入
居
基
準
で
あ
る
「
農
産
物
の
規
制
緩
和
」

に
つ
い
て
は
、
岡
山
卸
売
市
場
へ
の
影
響

な
ど
踏
ま
え
た
う
え
で
前
向
き
に
対
処
し

て
い
く
ほ
か
、
そ
の
他
の
項
目
に
関
し
て

も
流
通
セ
ン
タ
ー
の
現
状
を
踏
ま
え
、
関

係
機
関
と
協
議
を
行
う
と
の
意
向
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
農
産
物
の
規
制
に
つ
い
て
は
、

流
通
セ
ン
タ
ー
内
入
居
企
業
全
体
と
し
て

の
意
向
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、

規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
、
建
築
規
制
の
緩

和
に
つ
い
て
は
、
新
し
く
開
発
す
る
予
定

（
平
成
二
十
六
年
度
造
成
）
の
早
島
地
区

拡
大
地
を
流
市
法
に
適
用
さ
せ
る
際
の
都

市
計
画
審
議
会
に
合
わ
せ
て
検
討
・
準
備

を
し
て
い
く
と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
ほ
か
、

そ
の
場
合
に
実
施
さ
れ
る
都
計
審
の
入
居

企
業
を
代
表
す
る
団
体
へ
の
意
見
聴
取
先

と
し
て
、
現
行
組
織
で
は
代
表
団
体
と
し

て
理
解
さ
れ
な
い
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ

り
、
早
期
に
運
営
組
織
の
見
直
し
を
進
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

運
営
組
織
の
見
直
し
に
つ
い
て

検
討
を
始
め
ま
し
た
！

当
流
通
セ
ン
タ
ー
内
の
代
表
的
組
織
と

し
て
、
岡
山
流
通
会
館
、
簡
易
郵
便
局
、

コ
ン
ビ
ニ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
公
益
的
施

設
を
運
営
す
る
岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ

ー
株
式
会
社
（
第
三
セ
ク
タ
ー
）
と
環
境

整
備
、
広
報
、
福
利
厚
生
、
人
材
育
成
な

ど
ソ
フ
ト
面
を
担
当
す
る
岡
山
県
総
合
流

通
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
の
二
つ
の
組
織

が
あ
り
、
こ
の
二
つ
の
組
織
が
相
互
に
連

携
し
て
当
流
通
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
て
お

り
ま
す
が
、
団
地
完
成
か
ら
三
十
有
余
年

が
経
過
す
る
中
で
、
組
織
と
し
て
の
不
効

率
性
、
運
営
協
議
会
が
任
意
団
体
で
あ
る

た
め
の
対
外
的
信
用
力
の
低
下
の
ほ
か
、

内
外
か
ら
非
常
に
分
か
り
に
く
い
組
織
と

の
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
代
表

組
織
を
明
確
化
す
る
よ
う
改
善
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

そ
こ
で
当
協
議
会
で
は
、
総
務
委
員
会

を
中
心
に
現
状
の
問
題
点
を
洗
い
直
す
と

と
も
に
、
一
本
化
し
た
効
率
の
良
い
運
営

組
織
に
改
編
す
べ
く
検
討
を
始
め
ま
し
た
。 

な
お
、
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
流
通
セ

ン
タ
ー
㈱
の
大
株
主
で
、
運
営
協
議
会
の

参
与
で
も
あ
る
岡
山
県
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

頂
き
な
が
ら
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。 

《
防
犯
灯
・
街
路
灯
設
置
》

昨
年
七
月
、
当
流
通
セ
ン
タ
ー
内
の

犯
罪
及
び
交
通
事
故
等
を
未
然
に
防
止

す
る
目
的
と
し
て
、
会
員
企
業
皆
様
の

要
望
を
も
と
に
、
岡
山
流
通
会
館
南
交

差
点
か
ら
室
賀
ネ
ジ
機
工
に
か
け
て
の

歩
道
部
二
箇
所
に
防
犯
灯
を
設
置
し
ま

し
た
。 

ま
た
、
別
途
岡
山
市
へ
要
望
し
て
お

り
ま
し
た
会
館
前
横
断
歩
道
へ
の
街
路

灯(

二
機)

に
つ
い
て
も
八
月
に
設
置
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
供
用
開
始
し
て
お
り
ま 

な
お
、
上
記
以
外
で
防
犯
灯
の
設
置

要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
も
、
関
係
行
政
機
関
に
お
い
て
検
討

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
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ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
開
催

最
近
の
金
融
経
済
情
勢

三
月
十
七
日
（
月
）
、
岡
山
流
通
会
館
会

議
室
に
て
、
日
本
銀
行
岡
山
支
店
長 

屋
敷 

利
紀
氏
を
講
師
に
迎
え
、
平
成
二
十
五
年
度

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
四
三
名
（
二

七
社
）
が
受
講
し
ま
し
た
。 

講
演
テ
ー
マ
は
「
最
近
の
金
融
経
済
情
勢

に
つ
い
て
」
で
、
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
を

背
景
と
し
た
金
融
経
済
情
勢
に
つ
い
て
お
話

し
を
頂
き
ま
し
た
。 

（
※
以
下
講
演
要
旨
は
、
三
月
十
七
日
現
在
で

の
内
容
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
の
状
況
と

異
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
留
意
下
さ
い
） 

【
講
演
要
旨
】 

日
本
銀
行
で
は
「
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
」

を
導
入
し
、
二
％
の
物
価
安
定
目
標
を
二
年

程
度
の
期
間
を
念
頭
に
出
来
る
だ
け
早
期
に

実
現
す
る
事
を
目
指
し
て
い
る
。
上
下
双
方

向
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
必
要
な
調
整
を
行
っ

て
い
き
、
安
定
的
に
持
続
す
る
た
め
に
必
要

な
時
点
ま
で
継
続
す
る
。 

金
融
緩
和
の
手
段
と
し
て
は
、
マ
ネ
タ
リ

ー
ベ
ー
ス
を
年
間
約
六
〇
～
七
〇
兆
円
増
加

さ
せ
る
。
長
期
国
債
の
保
有
残
高
を
年
間
約

五
〇
兆
円
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
二
年
間
で
マ

ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
・
長
期
国
債
保
有
残
高
を

二
倍
も
し
く
は
二
倍
以
上
に
す
る
と
い
っ
た
、

今
ま
で
と
は
次
元
の
違
う
政
策
を
と
っ
て
い

る
。
基
本
的
に
は
デ
フ
レ
か
ら
脱
却
す
る
た

め
に
で
き
る
事
は
何
で
も
や
る
と
い
う
考
え

方
で
、「
二
％
の
物
価
安
定
目
標
」
を
実
現
す

る
た
め
に
、
強
く
明
確
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
と

い
う
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
。 

マ
ネ
タ
リ
ー
ベ
ー
ス
に
関
し
て
は
、
二
〇

一
三
年
度
末
の
中
間
実
績
で
は
、
当
初
見
通

し
に
近
い
二
〇
二
兆
円
と
い
う
結
果
と
な
り
、

二
〇
一
四
年
末
の
見
通
し
は
二
七
〇
兆
円
、

二
〇
一
三
年
度
末
よ
り
約
七
〇
兆
円
増
加
す

る
予
定
。

デ
フ
レ
の
問
題
点
は
「
物
価
が
上
が
ら
な

い
事
を
前
提
に
行
動
す
る
」
と
い
う
点
で
、

デ
フ
レ
状
況
下
に
お
い
て
は
企
業
に
と
っ
て

は
現
金
を
持
っ
て
お
く
方
が
合
理
的
で
新
た

な
投
資
は
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
マ

イ
ン
ド
を
変
え
る
政
策
を
打
ち
出
そ
う
と
考

え
た
の
が
「
量
的
・
質
的
金
融
緩
和
」
で
あ

る
。
今
後
物
価
が
上
が
り
金
利
が
上
が
ら
な

い
と
い
う
認
識
が
定
着
す
る
と
、
今
の
う
ち

に
事
業
を
始
め
た
り
、
設
備
投
資
を
し
よ
う

と
い
う
企
業
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

景
気
動
向
一
致
指
数
は
二
〇
一
二
年
度

中
頃
か
ら
七
ヶ
月
連
続
の
改
善
が
見
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
前
の
二

〇
〇
八
年
二
月
以
来
の
高
い
水
準
と
な
っ
て

い
る
。 

公
共
投
資
に
関
し
て
は
、
公
共
工
事
出
来

高
・
請
負
金
額
と
も
に
高
水
準
が
続
い
て
お

り
、
名
目
輸
出
入
に
関
し
て
は
二
〇
一
一
年

三
月
の
震
災
以
降
、
輸
入
が
増
え
、
輸
出
の

落
ち
込
み
が
続
い
て
い
る
。
輸
入
が
大
き
く

増
え
て
い
る
要
因
と
し
て
は
、
今
年
四
月
以

降
の
①
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
、
②
石
油
・

石
炭
の
環
境
税
が
倍
に
な
る
事
、
③
Ｗ
ｉ
ｎ

ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
Ｘ
Ｐ
サ
ポ
ー
ト
終
了
に
伴
う
三
つ

の
か
け
こ
み
需
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

実
質
輸
出
の
内
訳
で
は
、
二
〇
一
四
年
一

月
期
は
寒
波
の
影
響
で
米
国
向
け
の
輸
出
が

伸
び
悩
ん
で
お
り
、
春
節
休
暇
の
影
響
で
は

中
国
・
香
港
向
け
の
輸
出
が
大
き
く
減
っ
て

い
る
。
今
後
は
寒
波
の
影
響
も
和
ら
ぎ
、
米

国
向
け
輸
出
も
伸
び
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
輸
入
内
訳
で
は
、
二
〇
一
四
年
第

一
四
半
期
は
全
体
的
に
伸
び
て
い
る
も
の
の
、

パ
ソ
コ
ン
の
駆
け
込
み
需
要
が
要
因
で
、
四

月
以
降
は
落
ち
着
い
て
く
る
と
思
う
。 

設
備
投
資
は
か
な
り
上
が
っ
て
き
て
い

お
り
、
設
備
投
資
が
伸
び
て
い
る
背
景
と
し

て
は
収
益
の
伸
び
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

個
人
消
費
に
関
し
て
は
、
小
売
業
販
売
額

が
二
〇
一
四
年
一
月
期
で
前
年
比
四
．
四
％

と
大
き
く
伸
び
て
お
り
、
六
ヵ
月
連
続
で
前

年
を
上
回
っ
て
お
り
、
今
後
も
雇
用
の
改
善

と
と
も
に
、
個
人
消
費
は
伸
び
て
い
く
の
で

は
と
考
え
ら
れ
る
。 

雇
用
の
過
不
足
感
に
関
し
て
は
、
製
造
業

で
は
中
小
企
業
で
、
非
製
造
業
で
は
大
企

業
・
中
小
企
業
と
も
に
「
不
足
」
が
「
過
剰
」

を
上
回
っ
て
お
り
、
人
が
足
り
な
い
と
い
う

状
況
で
、
賃
金
に
関
し
て
は
一
人
当
た
り
の

名
目
賃
金
が
前
年
比
を
上
回
っ
て
お
り
、
労

働
者
数
も
増
え
て
き
て
い
る
。 

消
費
者
物
価
は
公
共
料
金
、
ガ
ソ
リ
ン
だ

け
で
な
く
、そ
の
他
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
。

今
後
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
ギ
ャ
ッ
プ
（
供
給
超
過
）
が

縮
小
し
、
需
要
超
過
に
な
っ
て
い
く
の
で
、

さ
ら
に
消
費
者
物
価
が
上
が
っ
て
い
く
と
考

え
ら
れ
る
。 

岡
山
県
経
済
に
関
し
て
い
え
ば
、
業
況
判

断
Ｄ.

Ｉ.

推
移
は
全
産
業
で
一
一
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
バ
ブ
ル
の
崩
壊
過

程
に
あ
っ
た
九
十
一
年
一
一
月
以
来
二
二
年

ぶ
り
の
高
水
準
に
な
り
、
全
国
平
均
よ
り
も

高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
売
上
に
関
し
て 
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は
非
製
造
業
が
二
〇
〇
七
年
の
水
準
を
超
え

て
い
る
も
の
の
、
経
常
利
益
は
下
が
っ
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
仕
入
価
格
・
人
件
費
の

上
昇
を
価
格
に
転
嫁
で
き
て
い
な
い
こ
と
が

伺
え
る
。
鉱
工
業
生
産
指
数
は
リ
ー
マ
ン
シ

ョ
ッ
ク
前
の
八
割
程
度
。
輸
出
も
半
分
か
ら

六
割
程
度
は
回
復
し
て
い
る
が
、
力
強
さ
は

今
ひ
と
つ
で
あ
る
。
設
備
投
資
も
回
復
は
し

て
き
て
い
る
も
の
の
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

前
に
比
べ
る
と
ま
だ
ま
だ
の
所
で
あ
る
。
百

貨
店
売
上
高
は
堅
調
に
推
移
し
て
い
る
が
、

全
国
平
均
よ
り
は
低
め
と
な
っ
て
い
る
。
新

車
登
録
台
数
は
昨
年
七
月
に
大
き
く
落
ち
込

ん
だ
も
の
の
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
は
全
国

平
均
よ
り
も
高
め
で
推
移
し
て
い
る
。
雇
用

に
関
し
て
は
、
製
造
業
は
過
剰
感
が
ほ
ぼ
解

消
し
、非
製
造
業
は
不
足
感
が
増
え
て
お
り
、

全
体
的
に
は
不
足
感
が
増
す
な
ど
、
雇
用
状

況
は
順
調
に
回
復
し
て
き
て
い
る
。 

消
費
者
物
価
指
数
・
コ
ア
コ
ア
Ｃ
Ｐ
Ｉ
と

も
全
国
と
同
じ
よ
う
に
高
水
準
で
推
移
し
て

お
り
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
前
後
の
動
き
と

し
て
は
、
百
貨
店
売
上
高
・
新
車
登
録
台
数

と
も
に
九
十
七
年
の
増
税
時
よ
り
も
高
水
準

で
推
移
し
て
い
る
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
岡
山
県
の
経
済
は
ゆ

る
や
か
に
拡
大
し
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ
、

消
費
税
増
税
後
の
反
動
減
が
ど
う
な
る
の
か
、

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
前
回
の
増
税

時
ほ
ど
の
落
ち
込
み
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

消
費
税
転
嫁
対
策
セ
ミ
ナ
ー 

二
月
十
三
日
、
岡
山
流
通
会
館
会
議
室
で
、

税
理
士
法
人
鈴
木
税
理
事
務
所
の
中
野
隆
志

税
理
士
を
講
師
に
迎
え
「
消
費
税
転
嫁
対
策

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
三
三
名
（
一
三
社
）

が
受
講
し
ま
し
た
。 

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
消
費
税
の
新
税
率
施
行
ま

で
の
駆
け
込
み
需
要
を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
こ

と
、
そ
の
後
の
反
動
減
へ
の
対
応
や
施
行
後

の
増
税
分
回
収
な
ど
、
企
業
が
必
要
と
す
る

対
策
に
つ
い
て
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

《
主
な
説
明
概
要
》

①
消
費
者
が
負
担
す
る
消
費
税
額
は
、
製
造

業
者
→
卸
売
業
者
→
小
売
業
者
→
消
費
者

の
取
引
段
階
ご
と
に
上
乗
せ
さ
れ
、
取
引

価
格
の
一
部
と
し
て
移
転
（
税
の
転
嫁
）

し
、
こ
れ
が
転
嫁
で
き
な
い
場
合
は
、
そ

の
業
者
の
負
担
増
と
な
る
の
で
、要
注
意
。 

②
消
費
税
は
基
本
的
に
国
内
で
の
全
て
の
取

引
に
課
税
さ
れ
、
土
地
の
譲
渡
・
貸
付
、

住
宅
等
の
貸
付
な
ど
、
課
税
対
象
に
な
じ

ま
な
い
も
の
や
社
会
政
策
的
な
配
慮
か
ら

「
非
課
税
取
引
」
に
な
る
も
の
も
あ
る
。

（
輸
出
取
引
は
免
税
） 

③
非
課
税
取
引
は
消
費
税
の
還
付
は
な
い
が
、

免
税
取
引
は
消
費
税
の
還
付
が
あ
る
。
免

税
事
業
者
と
は
、
前
々
事
業
年
度
の
課
税

売
上
高
が
一
千
万
円
以
下
の
事
業
者
で
、

消
費
税
の
納
税
義
務
が
免
除
さ
れ
る
。 

④
前
々
事
業
年
度
の
課
税
売
上
高
が
五
千
万

円
以
下
の
事
業
者
は
、「
簡
易
課
税
制
度
」

を
選
択
で
き
、
事
業
区
分
に
よ
り
課
税
標

準
額
に
「
み
な
し
仕
入
率
」
を
乗
じ
て
仕

入
控
除
金
額
を
計
算
す
る
の
で
、
支
払
う

消
費
税
が
少
な
く
な
れ
ば
残
る
消
費
税
が

多
く
な
る
の
で
、
増
税
前
に
仕
入
を
し
た

方
が
よ
り
得
に
な
る
。 

⑤
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
の
会
計
基
準
（
出
荷
、

検
収
、
納
品
の
ど
の
時
点
で
売
上
計
上
を

す
る
か
）
に
よ
っ
て
、
消
費
税
の
計
上
が

変
わ
っ
て
く
る
の
で
、
全
社
と
取
引
先
と

の
意
思
を
統
一
す
る
事
が
必
要
。

助
成
金
の
ご
案
内

■
受
動
喫
煙
防
止
対
策
助
成
金

（
厚
生
労
働
省
所
管
） 

○
対
象
：
事
業
所
内
に
喫
煙
室
を
設
置
、
改

修
す
る
中
小
企
業
事
業
主 

（
業
種
を
問
わ
ず
） 

○
条
件
：
喫
煙
室
内
に
向
か
う
風
速
が
毎
秒

〇
．
二
ｍ
以
上
の
能
力
を
有
す
る
施
設 

○
助
成
率
：
工
事
費
な
ど
の
二
〇
分
の
一

（
上
限
額 

二
〇
〇
万
円
） 

○
手
続
き
：
労
働
局
労
働
基
準
部
健
康
安
全

課
に
工
事
計
画
を
提
出
（
約
１
カ
月
以

上
前
）交
付
決
定
を
受
け
て
か
ら
着
工
。

工
事
終
了
後
に
実
績
報
告
を
提
出
。 

■
職
場
意
識
改
善
助
成
金

（
厚
生
労
働
省
所
管
） 

○
対
象
：
家
庭
と
仕
事
の
両
立
支
援
と
し
て

時
間
外
労
働
の
短
縮
等
の
取
組
み
を

す
る
中
小
企
業 

○
条
件
：「
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
」
と

「
所
定
外
労
働
時
間
の
削
減
」
の
取
組 

○
助
成
率
：
数
値
目
標
達
成
度(

対
象
期
間
は

三
ヶ
月
間)

に
よ
っ
て
次
の
と
お
り
支
給 

①
二
つ
の
目
標
を
達
成
し
た
場
合
四
分
三

（
上
限
八
〇
万
円
）

②
ど
ち
ら
か
一
方
を
達
成
し
た
場
合
八
分
の

五

（
上
限
六
六
万
円
） 

③
ど
ち
ら
も
未
達
成
の
場
合
二
分
の
一

（
上
限
五
三
万
円
）
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交
通
安
全
等
講
習
会

二
月
二
十
日
、
岡
山
流
通
会
館
会
議
室
で

交
通
安
全
等
講
習
会
を
開
催
し
、
三
八
名
（
二

〇
社
）
が
受
講
し
ま
し
た
。
岡
山
県
岡
山
西

警
察
署
交
通
第
一
課
・
企
画
免
許
係
長
の
角

田
純
枝
警
部
補
か
ら
「
最
近
の
事
故
発
生
状

況
と
対
策
（
事
故
防
止
）
に
つ
い
て
」
な
ど

の
解
説
が
あ
り
、
そ
の
後
で
交
通
安
全
に
関

す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
ま
し
た
。 

講
演
で
は
、
平
成
二
十
五
年
中
に
岡
山
県

内
に
て
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
人
は
一
〇
七

人
、
内
岡
山
西
警
察
署
管
内
一
四
人
、
倉
敷

署
管
内
一
二
人
で
、
死
亡
人
数
と
総
事
故
件

数
と
も
に
西
署
・
倉
敷
署
が
岡
山
県
下
の
ワ

ー
ス
ト
一
・
二
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も

当
流
通
セ
ン
タ
ー
付
近
は
交
通
事
故
に
関
し

て
危
険
な
地
域
で
あ
る
と
の
説
明
の
ほ
か
、

安
全
運
転
の
注
意
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

《 

安
全
運
転
注
意
事
項 

》

「
五
・
五
・
五
運
転
」
の
励
行 

時
速
四
〇
ｋ
ｍ
で
走
行
中
に
、
相
手
に
気

付
い
て
か
ら
、
急
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん
で
止

ま
れ
る
ま
で
の
距
離
は
約
一
七
ｍ
。
雨
で
路

面
が
濡
れ
て
い
る
と
さ
ら
に
制
動
距
離
が
伸

び
る
の
で
、
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

①
時
速
五
ｋ
ｍ
の
減
速
を
す
れ
ば
、
飛
び
出

し
が
あ
っ
た
時
な
ど
に
物
理
的
な
余
裕

が
で
き
、
制
動
距
離
を
少
し
で
も
縮
め
る

事
が
で
き
ま
す
。 

②
五
ｍ
の
余
分
な
車
間
を
取
れ
ば
、
物
理
的

な
余
裕
が
で
き
て
追
突
事
故
を
防
ぐ
事

が
で
き
ま
す
。
（
参
考
／
大
半
の
道
路
の

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
は
五
ｍ
間
隔
） 

③
五
分
の
ゆ
と
り
を
持
つ
。
五
分
ほ
ど
家
を

早
く
出
て
、
ゆ
と
り
を
持
っ
て
安
全
運
転

を
す
れ
ば
、
心
理
的
な
余
裕
が
出
来
て
、

事
故
を
防
ぐ
事
が
で
き
ま
す
。

火
災
予
防
訓
練
実
施

三
月
五
日
、
岡
山
流
通
会
館
会
議
室
で
岡

山
西
消
防
署
の
吉
岡
消
防
士
ほ
か
三
名
の
消

防
士
の
ご
指
導
に
よ
り
、
春
の
火
災
予
防
訓

練
を
実
施
し
、
会
員
企
業
三
三
社
よ
り
六
六

名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。 

防
災
講
話
で
は
、
住
宅
用
火
災
報
知
機
の

重
要
性
の
ほ
か
、
大
規
模
自
然
災
害
時
に
お

け
る
非
常
持
ち
出
し
袋
の
常
備
、
避
難
マ
ッ

プ
の
確
認
、
事
前
に
家
族
で
話
し
合
う
こ
と

な
ど
、
災
害
に
対
し
て
日
頃
か
ら
心
が
け
る

対
応
策
を
中
心
に
解
説
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
会
場
を
屋
外
に
移
し
、
訓
練
用

水
消
火
器
を
使
用
し
て
の
実
地
訓
練
を
行
っ

た
ほ
か
、消
火
器
の
特
性
な
ど
学
び
ま
し
た
。 

《
消
火
器
の
取
扱
い
注
意
事
項
》 

炎
で
な
く
火
元
に
向
か
っ
て
掃
く
よ
う

に
噴
射
。
消
火
器
の
大
小
に
関
係
な
く
一
本

の
放
射
時
間
は
一
五
秒
～
二
〇
秒
程
度
。 

流
通
Ｃ
．
内
一
斉
清
掃
の
実
施

今
年
に
入
り
、
流
通
セ
ン
タ
ー
内
一
斉
清

掃
を
一
月
・
四
月
・
六
月
の
三
回
実
施
し
ま

し
た
。 

清
掃
当
日
は
、
朝
八
時
よ
り
各
班
毎
に
分

か
れ
、
毎
回
三
〇
〇
名
前
後
の
参
加
頂
き
、

道
路
沿
い
の
枯
れ
草
、
大
量
の
落
ち
葉
、
空

き
缶
、
タ
バ
コ
の
吸
い
殻
な
ど
を
拾
い
集
め

た
ほ
か
、
六
月
の
実
施
で
は
、
ゴ
ミ
拾
い
の

ほ
か
道
路
沿
い
の
雑
草
刈
り
に
汗
を
流
し
ま

し
た
。 

各
回
の
参
加
状
況
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。 

【
平
成
二
十
五
年
度
第
四
回
実
施
分
】 

 
 

実
施
日 

一
月
十
七
日
（
金
） 

参
加
数 

二
九
七
人
（
一
一
三
社
） 

【
平
成
二
十
六
年
度
第
一
回
実
施
分
】 

 
 

実
施
日 

四
月
二
十
二
日
（
火
） 

参
加
数 

三
一
〇
人
（
一
一
四
社
） 

【
平
成
二
十
六
年
度
第
二
回
実
施
分
】 

 
 

実
施
日 

六
月
二
十
日
（
金
） 

参
加
数 

三
二
二
人
（
一
一
四
社
） 

※
次
回
の
一
斉
清
掃
は
十
月
十
七
日
（
金
） 

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
当
協
議
会
で
は
、
日
常
の
各
事

業
所
周
辺
清
掃
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
の

清
掃
用
具
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
お
り

ま
す
。
必
要
な
方
は
お
申
し
出
下
さ
い
。 

【
貸
し
出
し
用
具
】

草
刈
り
機
、
高
枝
ば
さ
み
、
チ
ェ
ー
ン
ソ

ー
、
ヘ
ッ
ジ
ト
リ
マ
ー
（
植
木
バ
リ
カ
ン
）、

ス
コ
ッ
プ
（
丸
・
角
）、
ジ
ョ
レ
ン
、
ね

こ
車
、
鎌
、
ほ
う
き
、
熊
手 
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親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

《
成
績
／
ト
ー
タ
ル
ス
コ
ア
》 

◎
男
子
の
部 
優
勝

宮
崎

耀
司

さ
ん

(
東
海
澱
粉
㈱)

三
六
九
点 

◎
女
子
の
部 

優
勝 

西   

明
美 

さ
ん

(

平
松
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
㈱)

二
六
八
点 

準
優
勝 

○
男
子 

長
田 

和
也
さ
ん
（ヒ
カ
リ
産
業
㈱
） 

○
女
子 

大
橋 

加
代
子
さ
ん
（㈱
常
照
園
） 

第
三
位 

○
男
子 

畑
山  

翔
さ
ん
（㈱
あ
ら
た
） 

○
女
子 

半
田 

麻
穂
さ
ん
（㈱
外
林
） 

五
月
一
四
日
（
水
）
、
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
ボ

ウ
ル
に
お
い
て
、
流
通
セ
ン
タ
ー
親
睦
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
企
業
一
五

社
よ
り
一
三
四
名
が
参
加
し
て
、
賑
や
か
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

当
日
は
、
仕
事
の
疲
れ
を
忘
れ
、
日
常
で

は
触
れ
合
え
な
い
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

平
成
二
十
六
年
度
上
期

文
化
教
室
開
講
中

平
成
二
十
六
年
度
上
期
、
日
常
英
会
話
教

室
が
四
月
二
日(

水)

よ
り
、
実
用
習
字
教
室

が
四
月
八
日(

火)

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
開
講
し
ま

し
た
。
同
教
室
は
、
今
年
九
月
末
ま
で
の
半

年
を
か
け
て
、
個
々
の
能
力
に
応
じ
た
一
定

の
成
果
を
目
指
し
て
運
営
さ
れ
ま
す
。 

ま
た
、
中
途
加
入
も
で
き
ま
す
の
で
、
関

心
の
あ
る
方
は
、
是
非
一
度
教
室
見
学
に
お

越
し
下
さ
い
。 

○
日
常
英
会
話
教
室 

 

毎
週
水
曜
日 

一
七
時
四
五
分
～
一
九
時
四
五
分 

○
実
用
習
字
教
室 

毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日

一
八
時
〇
〇
分
～
一
九
時
三
〇
分 

※
受
講
料
は
一
般
料
金
よ
り
格
安
設
定
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
各
社
ご
案
内
の
開

催
要
項
を
ご
覧
頂
く
か
、
当
協
議
会
事
務
局

ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。 

献
血
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

一
月
二
十
七
日
（
月
）、
岡
山
流
通
会
館

へ
岡
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
献
血
バ

ス
が
来
訪
し
、
二
四
名
の
方
の
申
し
出
頂
き

そ
の
内
二
〇
名
の
方
か
ら
貴
重
な
血
液(

今

回
は
四
〇
〇
ｍ
ｌ)

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

献
血
に
よ
る
血
液
は
、
血
液
セ
ン
タ
ー
の
精

密
な
検
査
を
経
て
、
血
液
製
剤
と
な
り
、
必

要
と
す
る
医
療
機
関
へ
届
け
ら
れ
ま
す
。 

従
業
員
数
等
調
査
結
果

    

（
平
成
二
十
六
年
五
月
一
日
現
在
） 

回
答
の
あ
っ
た
事
業
所
一
一
一
社
（
前
年

度
一
一
〇
社
）
の
従
業
員
数
合
計
は
四
、
一

三
三
名
で
、
前
年
度
の
四
、
二
四
四
名
と
比

べ
る
と
若
干
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
正
社
員
は
九
一
名

増
加
す
る
一
方
、
パ
ー
ト
及
び
嘱
託
社
員
は

二
〇
二
名
減
少
し
、
全
従
業
員
数
に
占
め
る

正
社
員
の
割
合
は
、
こ
こ
十
数
年
続
い
た
正

社
員
の
占
有
率
低
下
に
歯
止
め
が
か
か
り
、

昨
年
の
五
九
．六
％
か
ら
今
年
は
六
三
．四
％

に
増
加
し
ま
し
た
。 

（　）は前年度 平成26年5月1日現在

男　性 女　性 計

1,333 303 1,636 813 2,449 300,051

(1,422) (314) (1,736) (897) (2,633) (314,406)

824 162 986 698 1,684 107,552

(657) (138) (795) (816) (1,611) (111,118)

合計／111社 2,157 465 2,622 1,511 4,133 407,603

(110社) (2,079) (452) (2,531) (1,713) (4,244) (425,524)

※年間売上高は、物流施設の取扱高を含むなど各社個別の算出基準により
算出したものや非公表企業もありますので、参考数値としてご欄下さい。

流通ｾﾝﾀｰ内
年間売上高
(単位：百万円)

吉備地区
76社

早島地区
35社

《平成２６年度流通センター内労働者数及び売上高一覧表》

正　　社　　員
区　　分

パート
嘱託等

総　計
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会 員 企 業 紹 介 

共 同 施 設 ＰＲ 

社員(個人)限定 

▲３円タイムセール！   

流通センターにお勤めの現金会員(個人)の方は、 

毎週金曜日 14時～20時の間、ガソリン・軽油を 

給油される場合、 

※現金会員価格から更に▲３円で販売します。 

※現金会員価格はＲ2号ﾊﾞｲﾊﾟｽ平均価格同等以下で設定。 

 

 

 

Shellマティクス (ｺﾝﾋﾞﾆ COCO ｽﾄｱ西隣) 
TEL ０８６－９０３－３００６  担当：白神支配人 

本　　　　社 〒252-0253

神奈川県相模原市中央区南橋本1-5-1

TEL : 042-771-1151（代）

岡山センター 〒701-0301
岡山県都窪郡早島町矢尾807-2
TEL : 086-292-1010

　　　　岡山センター社屋

～運ぶちから、未来をつくる～

GIONグループは、国内に50以上の拠点を持ち、5つの関連会社と共にビジネスを展開する総合物流企業です。

当社は1965年創業以来、相模原に本社を構え、時代と共に成長してまいりました。
「物流」「健康」「環境」事業からなる幅広い事業を展開しており、パートナーと共に様々な分野で開発や生産・製造などをサポートする
役割も担っています。また、環境保全及び地域社会貢献の観点から、物流事業においては、動脈物流だけでなく静脈物流も手がけ、
循環型総合企業へ発展してまいりました。

新たなビジネス領域では豊富な経験と情報を活かし、物流・金融・マーケティングなどの機能を融合させながら付加価値の高いサービ
スを提供することを目指しています。そして、異なる事業を組み合わせたり、物流事業の強みを活かしお客様の間に立って結びつきを
コーディネートすることも重要な役割と考えています。

GIONグループは、常に自らを変革し、ビジネスに必要とされる最先端の機能を追求してまいります。そのため、健全な財務力と高いリ
スク管理機能を備えることはもちろん、先見性と構想力、創意工夫を働かせる知恵を重んじてきました。これからも、皆様の信頼を得る
ことをモットーにし、どんな時代でも変わることなく、社会に役立つ企業として邁進したいと考えます。

ポンタカードで更にお得給油！ 

入会金・年会費等一切不要！ 

便利でお得なポンタカードを是非ご利用

下さい。申込詳細はＳＳ店頭まで。 

岡山流通センター店

 ココストア　岡山流通センター店は、
 ２４時間営業・年中無休。

 店内の厨房で作った、美味しい手作り
「お弁当、お惣菜、おにぎり、調理パン」
 をご用意して、皆様のお越しを
お待ちしています。

〒701-0165
岡山市北区大内田711-2　　　　　TEL　086-292-6881
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＜求人情報の提供方法＞ 

☆求職者からの問い合わせがあった場 
合の会社紹介 

☆岡山流通会館内への求人情報の掲示 
☆ＦＡＸ通信等への掲載
☆「早島町無料職業紹介所」との連携 
による情報提供、同町ＨＰへの掲載 

☆その他 

会
議
等
報
告

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会 

◎
二
十
五
年
度
第
三
回
総
務
委
員
会

三
月
七
日 

◇
平
成
二
十
五
年
度
収
支
見
込
及
び
平
成

二
十
六
年
度
予
算
骨
子
案
を
検
討
し
ま

し
た
。 

◇
流
市
法
規
制
緩
和
の
要
望
事
項
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。 

◇
流
通
セ
ン
タ
ー
の
環
境
改
善
に
関
す
る

意
見
・
要
望
内
容
を
踏
ま
え
た
今
後
の

対
応
策
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。 

◎
二
十
六
年
度
第
一
回
総
務
委
員
会 

 
 

五
月
二
十
日 

◇
平
成
二
十
五
年
度
通
常
総
会
提
出
議

案
の
内
容
等
を
検
討
し
ま
し
た
。 

◇
防
犯
灯
設
置
ほ
か
、
環
境
整
備
に
関
す

る
対
応
策
や
行
政
機
関
へ
の
要
望
事

項
な
ど
を
検
討
し
ま
し
た
。 

◎
二
十
六
年
度
第
一
回
役
員
会 

 
 

六
月
四
日 

◇
平
成
二
十
六
年
度
通
常
総
会
提
出 

◇
環
境
改
善
に
関
す
る
意
見
・
要
望
内
容

を
踏
ま
え
た
行
政
機
関
へ
の
要
望
事

項
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た 

岡
山
県
総
合
流
通
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

◎
二
十
六
年
度
第
一
回
取
締
役
会

六
月
四
日 

◇
第
二
十
四
回
定
時
株
主
総
会
提
出
議
案

の
内
容
を
検
討
し
ま
し
た
。 

会
員
動
向
（平
成
二
十
六
年
一
月
以
降) 

◆
流
通
セ
ン
タ
ー
内
代
表
者
異
動(

敬
称
略)

※
平
成
二
十
六
年
一
月
以
前
に
異
動
し
、 

今
回
判
明
し
た
分
を
含
み
ま
す
。 

ア
シ
ー
ド
㈱ 

岡
山
支
店 

  

坂
井 

孝
好 

（
旧
）
長
谷
川 

誠

㈱
あ
ら
た 

岡
山
支
店   

  

中
野 

克
彦 

（
旧
）
伊
田 

幸
生 

デ
ィ
ー
ア
イ
エ
ス
物
流
㈱
岡
山
セ
ン
タ
ー 

芝 

政
二
郎 

（
旧
）
浜 

日
出
海 

瀬
野
川
産
業
㈱
岡
山
営
業
所   

手
島 

幸
宏 

（
旧
）
靍
久 

幸
生 

岡
山
土
地
倉
庫
㈱ 

流
通
セ
ン
タ
ー
営
業
所 

上
田 

信
行 

（
旧
）
岡
本 

正
彦 

全
農
物
流
㈱
西
日
本
支
社
岡
山
営
業
部 

 
 

岩
堂 

栄
一 

（
旧
）
高
谷 

利
光 

㈱
日
本
ア
ク
セ
ス 

岡
山
支
店 
和
田 

龍
裕 

（
旧
）
柏
原 
茂
樹 

㈱
サ
ン
ゲ
ツ 

中
国
四
国
支
社  

美
根 
陽
介 

(

旧)

佐
々
木
修
二 

㈱
ト
ー
ホ
ー
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス 

岡
山
支
店 

石
井 

典
政 

（
旧
）
高
橋 

伸
治 

◆
名
称
・
組
織
変
更 

㈱
サ
ン
ゲ
ツ 

 
 

 

中
国
四
国
支
社 

（
旧
）
岡
山
店 

※
社
名
・
代
表
者
等
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合 

は
、
早
急
に
協
議
会
事
務
局
ま
で
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。（
Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）

求
人
情
報 

を
お
寄
せ
下
さ
い

 

流
通
セ
ン
タ
ー
内
事
業
所
の 

人
材
確
保
と
地
域
の
雇
用
促

進
を
図
る
た
め
、
求
人
情
報
の
収
集
・
提
供 

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

求
人
を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
情
報
誌
に
掲

載
さ
れ
る
方
は
、
是
非
当
協
議
会
へ
も
ご
一

報
頂
く
な
ど
、求
人
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。 

 

求
人
内
容
は
、
岡
山
流
通
会
館
一
階
通
路

に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
早
島
町
無
料
職
業

紹
介
所
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
す
る
ほ
か
、
各
種
機

会
を
通
じ
て
、
会
員
事
業
所
並
び
に
周
辺
地

域
の
皆
様
へ
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。 

夏
季
の
軽
装
に
つ
い
て

 

地
球
温
暖
化
防
止
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
推
進
の
た
め
、
冷
房
温
度
セ
氏
２
８

度
の
徹
底
に
よ
る
電
力
使
用
の
節
減
と
、

夏
季
の
軽
装
（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
、
ノ
ー
上

着
）
に
も
事
務
局
で
は
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

【
実
施
期
間
】 

五
月
上
旬
～

 

一
〇
月
下
旬

編
集
ノ
ー
ト

■ 

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
三
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
収
束
に
向
け
た
道
筋
が
一

向
に
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か

放
射
能
・
汚
染
水
漏
れ
な
ど
不
安
が
増
す

ば
か
り
で
、
そ
の
要
因
に
は
単
純
な
作
業

ミ
ス
も
含
ま
れ
る
始
末
で
す
。
本
当
に
大

丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
。
何
十
年
か
後
に

「
あ
の
時
、
対
策
を
き
ち
っ
と
取
っ
て
い

れ
ば
」「
事
実
を
公
表
し
て
い
れ
ば
」
と

い
う
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
国

と
東
電
は
真
実
を
隠
す
こ
と
な
く
真
摯

に
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。 

■ 

今
年
十
一
月
、「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
岡
山
」

が
開
業
し
ま
す
。
林
原
モ
ー
タ
ー
プ
ー
ル

が
閉
鎖
さ
れ
て
か
ら
三
年
足
ら
ず
、
年
間

二
千
万
人
の
集
客
を
見
込
む
大
規
模
商

業
施
設
が
誕
生
す
る
な
ど
誰
が
想
像
し

て
い
た
で
し
ょ
う
か
。
周
辺
住
民
・
企
業

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
三
井
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
パ
ー
ク
倉
敷
や
表
町
エ
リ
ア
な
ど
へ

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
間
違

い
な
さ
そ
う
で
す
。
今
後
、
岡
山
駅
前
周

辺
を
中
心
に
県
南
商
業
施
設
の
人
の
流

れ
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
、
中
・
四
国

最
大
級
の
都
市
型
大
規
模
モ
ー
ル
と
は

ど
ん
な
施
設
な
の
か
、
暫
く
は
期
待
と
不

安
が
続
き
そ
う
で
す
。 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD%E3%83%BB%E5%9B%9B%E5%9B%BD%E5%9C%B0%E6%96%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD%E3%83%BB%E5%9B%9B%E5%9B%BD%E5%9C%B0%E6%96%B9
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%9B%BD%E3%83%BB%E5%9B%9B%E5%9B%BD%E5%9C%B0%E6%96%B9

